
理
事
長
あ
い
さ
つ

照
屋
寛
信

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

激
動
の
平
成
十
八
年
が
過
ぎ
、
私
達
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
沖
縄
伝
承
話
資
料
セ
ン
タ
ー
は
満
一
歳
に
な

り
ま
し
た
。
駆
け
足
な
が
ら
も
、
落
と
し
物
を

し
な
い
よ
う
、
ひ
と
月
二
回
程
度
で
総
務
・
財

務
、
編
集
・
Ｉ
Ｔ
、
調
査
・
研
究
の
三
委
員
会

を
も
ち
、
運
営
委
員
会
で
統
括
し
、
会
員
の
要

求
に
応
え
ら
れ
る
活
動
を
目
指
し
て
、
日
夜
邁

進
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
会
員
の
ご
理

解
と
ご
協
力
の
賜
り
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
前
理
事
長
、
遠
藤
庄
治
先
生
の
お
別

れ
会
を
催
し
ま
し
た
。
六
０
０
名
を
超
え
る

方
々
が
い
ら
し
て
、
微
力
な
が
ら
も
一
人
一
人

が
力
を
結
集
さ
せ
れ
ば
、
ど
ん
な
困
難
な
活
動

で
も
や
っ
て
い
け
る
勇
気
を
私
達
に
教
え
て
下

さ
い
ま
し
た
。

さ
て
、
私
達
は
平
成
一
九
年
度
の
総
会
に
向

け
て
準
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
残
す
二
ヶ
月

で
総
務
・
財
務
活
動
で
は
、
会
員
の
新
規
加
入
、

継
続
加
入
を
再
度
呼
び
か
け
、
会
の
運
営
を
支

え
る
財
源
の
確
保
を
強
く
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、

小
澤
昔
話
研
究
会
と
共
同
で
、
再
話
集
の
出
版

お
よ
び
そ
の
他
の
民
話
資
料
の
販
売
等
の
財
政

活
動
を
し
な
が
ら
、
テ
ー
プ
収
録
話
の
デ
ジ
タ

ル
化
へ
の
作
業
支
援
等
を
行
う
予
定
で
す
。
編

集
・
Ｉ
Ｔ
活
動
に
お
い
て
は
、
セ
ン
タ
ー
便
り

の
「
は
に
ん
す
」
年
度
最
終
号
を
発
行
し
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
も
更
新
し
、
会
員
の
メ
ー
リ
ン
グ

リ
ス
ト
を
益
々
充
実
さ
せ
る
予
定
で
す
。
調

査
・
研
究
活
動
で
は
、
話
者
を
迎
え
て
「
民
話

の
部
屋
」
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
樋
口

淳
先
生
、
小
澤
俊
夫
先
生
の
講
演
会
等
も
計
画

中
で
す
。

も
う
す
で
に
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
に
着
手
し
て

い
る
日
々
の
活
動
で
す
が
、
残
さ
れ
た
十
八
年

度
、
そ
し
て
十
九
年
度
の
活
動
に
お
い
て
も
あ

い
か
わ
ら
ず
の
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
の
登
録
を

セ
ン
タ
ー
会
員
の
通
信
案
内
を
充
実
す
る
た

め
会
員
用
の
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
作
成
し
て

い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
あ
る
い
は
携
帯
の
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
お
持
ち
の
方
は
セ
ン
タ
ー
の
フ
ァ

ッ
ク
ス
か
メ
ー
ル
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。
セ
ン
タ

ー
へ
の
連
絡
は
本
紙
の
右
上
に
表
記
さ
れ
て
い

ま
す
。

「
民
話
の
部
屋
」
へ
の
お
誘
い

セ
ン
タ
ー
主
催
の
事
業
と
し
て
、
民
話
の
語

り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
次
の
日
程
で
す
の
で
ご

家
族
、
ご
友
人
お
誘
い
の
上
お
越
し
下
さ
い
。

入
場
無
料

時
間

平
成
十
九
年
二
月
二
十
八
日
（
水
）

開
場
午
後
６
時
半

開
演
七
時
～
八
時
半

場
所

沖
縄
市
立
図
書
館
１
Ｆ

集
会
室

話
者

阿
波
根
昌
栄
さ
ん
（
北
谷
町
）

横
山
幸
子
さ
ん
（
福
島
県
）

直
接
、
生
の
語
り
を
聞
く
チ
ャ
ン
ス
が
な
い

我
々
に
と
っ
て
は
貴
重
な
時
間
と
な
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

小
澤
先
生
講
演
の
お
知
ら
せ

沖
縄
民
話
の
会
設
立
当
初
よ
り
、
支
援
し
て

こ
ら
れ
、
現
在
セ
ン
タ
ー
顧
問
を
さ
れ
て
い
る

小
澤
俊
夫
先
生
が
来
沖
さ
れ
、
読
谷
村
生
涯
学

習
課
主
催
で
講
演
を
な
さ
い
ま
す
。
昔
ば
な
し

は
、
子
ど
も
の
成
長
す
る
姿
を
語
る
も
の
で
あ

る
と
い
う
先
生
の
お
は
な
し
は
子
育
て
中
の
親

た
ち
や
保
育
者
、
教
育
者
に
勇
気
を
与
え
て
く

れ
る
と
考
え
ま
す
。
是
非
、
ご
参
加
下
さ
い
。

入
場
無
料
で
す
。

期
日

平
成
十
九
年
三
月
九
日
（
金
）

開
場
午
後
６
時
半

開
演
午
後
七
時

テ
ー
マ

『
心
を
育
む

～
読
書
へ
の
い
ざ
な
い
～
』

場
所

読
谷
村
文
化
セ
ン
タ
ー
中
ホ
ー
ル

ふ
く
し
ま
民
話
茶
屋
の
会
と
の
交
流

去
る
十
一
月
一
日
に
那
覇
市
ぶ
ん
か
テ
ン

ブ
ス
館
に
て
「
ふ
く
し
ま
民
話
茶
屋
の
会
」

の

P
R

を
セ
ン
タ
ー
会
員
四
人
が
手
伝
い
。

そ
の
後
、
夕
方
か
ら
会
員
が
十
二
名
参
加
し

食
事
を
し
な
が
ら
の
交
流
会
を
し
た
。
福
島

側
か
ら
は
福
島
の
語
り
、
沖
縄
側
か
ら
琉
球

舞
踊
と
語
り
を
披
露
し
た
。

人
形
劇
て
ぃ
ー
だ

の
紹
介

豊
見
城
市
内
の
お
母
さ
ん
方
８
名
の
メ

ン
バ
ー
（
セ
ン
タ
ー
事
務
局
の
京
美
・
清

美
も
所
属
）
で
、
毎
週
火
曜
日
の
午
前
中

を
活
動
日
と
し
て
、
保
育
園
、
幼
稚
園
、

小
学
校
、
老
人
ホ
ー
ム
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

で
の
公
演
を
行
っ
て
い
る
。
昨
年
４
月
に

沖
縄
の
昔
話
「
犬
の
足
」
を
人
形
劇
に
仕

上
げ
、
子
供
達
や
お
年
寄
り
か
ら
も
好
評

特定非営利活動法人

沖縄伝承話資料センターだより

第５号 200７年１月３１日発行

℡098-890-2455 FAX 同じ

事務局ｱﾄﾞﾚｽ denshow1@otc.ne.jp

会
費
納
入
に
つ
い
て

平
成
十
八
年
度
が
も
う
す
ぐ
終
わ
り

ま
す
。会
費
未
納
の
方
は
同
封
の
振
り
込
み

用
紙
を
ご
利
用
下
さ
い
。会
の
運
営
に
も
大

き
く
支
障
が
あ
り
ま
す
の
で
、早
め
に
納
入

下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。



島くとぅばと昔話
会員 謝花秀子

四年前に「しまくとぅばを楽しむ会」という会に入り、島言葉に関心を持つようになった。
毎月一回の勉強会では、皆さんうちなーぐちで挨拶を交わし、うちなーぐちで自己紹介をす
る。童謡や童話をうちなーぐち、つまり島言葉に訳をしたり、自分の書いた手紙や挨拶の文章
を島言葉に書き換えるなど、面白い活動をしている。昨年、九月十八日を「しまくとぅばの
日」とすることが決まり、「しまくとぅば大会」などが県や地域でも催されて成人も児童・生
徒も参加している。また、小・中学校では「うちなーぐちクラブ」などのクラブ活動があり、
私たちの会員も何人か講師として授業を受け持っている。

島言葉を文化の一つとして伝承し、日常生活でコミュニケーションの手段として使えるよ
うにしたいと思っている昨今、二十数年前に参加した民話調査を思い出す。

山原のある村の調査で、公民館に老人会のお年寄りが十数名集まった。私の班には三人の
男女のお年寄りがいらした。初対面の雰囲気をやわらげ昔話を思い出してもらおうと、「雀
孝行」など短い話を共通語で話したのだが、私が話し終わると、おばあさんはうちなーぐち
で「ヌーガ、ネーサンターガル ワッターヤカン ユーシッチョーサミ（なんだ姉さん達の
方が私たちより、よく知っているじゃないの）」と言われた。私がうちなーぐちで語ってい
たらおばあさんから昔話が聞けたのではと、自分がうちなーぐちでうまく話ができなかった
ことが残念でならない。別の調査日だったと思うが、うちなーぐちで語ってくれたおじいさ
んに「お孫さんにも話してあげますか」と尋ねると、「ンマガヌチャーヤ ヤマトゥグチル

チカイグトゥ クンナハナシェー チカチェーンーランドゥー（孫達は大和言葉を使って
いるからこんな話は聞かしたことはないよ）」と言われた。普段は共通語を使っているお年
寄り、そんな口からうちなーぐちが消えていく――― 島の言葉と一緒に昔話も失われてし
まう。そんな心配をしながらの民話調査だった。

小学生の時、教室でうちなーぐちが禁止され、「方言札」なるものを首に掛けられる子がい
たが、平成の現在、島言葉の復活の時である。自分たちの島の言葉、地域の言葉の良さを理
解し、大事にする心が育って欲しい。そして、島言葉で昔話を語り、子や孫に伝えることがで
きれば素晴らしいことである。

一周忌を偲んで
遠藤先生ありがとう

村山（運天）悦子
遠藤先生は、大学で学ぶことのすばらしさを教えて下さった先生方のお一人でした。古代

文学の講義、大阪・奈良・京都への万葉旅行、口承文芸研究会での調査等、先生からご指導
頂いたご恩は、卒業して現在の司書の仕事に繋がっています。

調査で学生を気遣う先生のやさしさを思い出します。
沖縄の民話調査・研究でエネルギーをいっぱいお使われた先生、安らかにお眠り下さい。

伝承話資料センターで販売中
１．追悼 遠藤庄治 －沖縄の伝承話研究と教育に捧げた生涯－

定価２０００円（センター会員価格１０００円）
２．子どものための民話 定価２０００円

３．CD 昔話ふるさとへの旅 沖縄 定価２０００円

４．CD12 巻セット 日本昔話精選集「ふるさとのむかしむかし」
遠藤先生最後の業績となった民話集です
語り手 平良とみ（NHK ちゅらさんに出演）
市原悦子・常田富士雄（ﾃﾚﾋﾞ日本昔話のナレーﾀｰ） 定価２９０００円


